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鈴
木
政
吉
は
、
１
８
５
９
年（
安
政
６
年
）、

現
在
の
名
古
屋
市
東
区
宮
出
町
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
父
正
春
は
尾
張
藩
士
で
し
た
が
、
そ
れ
だ

け
で
生
計
を
た
て
る
の
は
困
難
で
、 

三
味
線
作

り
の
内
職
を
し
て
、
家
族
６
人
を
養
っ
て
い
ま

し
た
。
政
吉
も
17
歳
の
頃
か
ら
家
業
を
継
ぎ
、

三
味
線
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
明
治
期
の
西
洋
第
一
主
義
の
中
で
、
和
楽

器
の
衰
退
を
感
じ
た
政
吉
は
１
８
８
７
年（
明

治
20
年
）、
音
楽
教
師
に
な
れ
ば
高
給
が
見
込

め
る
と
、
愛
知
県
師
範
学
校
教
師
、
恒
川
鐐
之

助
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
同
門
の
甘

利
鉄
吉
が
購
入
し
た「
和
製
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」を

目
に
し
、
政
吉
は
心
引
か
れ
ま
す
。
政
吉
は
一

夜
借
り
受
け
た「
和
製
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」を
徹
夜

で
模
写
し
、
記
憶
を
頼
り
に
第
一
号
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
を
作
り
上
げ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
政
吉
は
音

楽
教
師
を
目
指
す
こ
と
を
辞
め
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
作
り
の
道
に
進
み
ま
す
。

　

翌
年
１
８
８
８
年（
明
治
21
年
）、
家
業
を
三

味
線
製
造
か
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
製
造
へ
と
変
更

し
、
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。
政
吉
は
、
製
造

す
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
東
京
・
大
阪
で
の
販

売
元
確
保
の
た
め
に
奮
闘
、
海
外
輸
出
の
た
め

に
外
遊
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
明
治
・
大
正
・

昭
和
初
期
と
国
内
外
で
催
さ
れ
る
多
く
の
博
覧

会
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
な
ど
の
製
品
を
出
品
し
、

１
９
０
０
年（
明
治
33
年
）の
パ
リ
万
国
博
で
銅

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
一
時
期
は
従
業
員
数
が

１
０
０
０
人
を
超
え
る
ほ
ど
の
世
界
的
な
楽
器

メ
ー
カ
ー
と
な
り
、
大
正
期
に
は
、
次
々
と
来

日
す
る
外
国
人
演
奏
家
た
ち
の
演
奏
会
を
主
催

し
、
彼
ら
の
名
器
の
調
整
も
し
て
い
ま
し
た
。

　

政
吉
の
長
男
、
梅
雄
も
ま
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

製
造
に
取
り
組
み
ま
す
。
１
９
３
５
年（
昭
和
10

年
）に
は
、
楽
器
生
産
で
世
界
的
に
有
名
な
ド
イ

ツ
の
村
を
参
考
に
、
大
府
の
名
高
山
に
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
村
を
つ
く
る
べ
く
、
大
府
分
工
場
を

設
置
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
隣
接
地
に
政
吉

が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
音
色
を
研
究
す
る
た
め
の

施
設
も
設
置
し
ま
し
た
。
政
吉
は
１
９
４
４
年

（
昭
和
19
年
）に
そ
の
生
涯
を
終
え
る
３
日
前
ま

で
こ
こ
で
研
究
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　
政
吉
の
三
男
、
鎮
一
は
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏
を
学
び
ま
し
た
。
鎮
一

は
ド
イ
ツ
で
の
留
学
中
に
知
り
合
っ
た
相
対

性
理
論
の
提
唱
者
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
政

吉
が
製
作
し
た
手
工
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
贈
呈
し

て
お
り
、
そ
の
礼
状
と
自
画
像
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
国
内
で
は
東
京
に
帝
国
音
楽
学
校
を
設

立
し
て
後
進
の
指
導
に
も
当
た
り
ま
し
た
。
ま

た
、
１
９
４
８
年（
昭
和
23
年
）に
は
、
大
府
市

出
身
で
世
界
的
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
あ
る
竹

澤
恭
子
さ
ん
や
、
国
内
で
活
躍
す
る
水
野
紗
希

さ
ん
も
学
ん
だ
ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
の
基
と
な

る
会
を
結
成
し
て
い
ま
す
。

　
右
の
特
別
展
で
は
、
今
回
の
特
集
で
紹
介
し
た

内
容
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
、
第
一
号
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
な
ど
の
展
示
品
と
と
も
に
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
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